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丘
女
会
（
お
か
め
か
い
）

華
や
か
に
発
足
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

野
に
秋
桜
（
コ
ス
モ
ス
）
揺
れ

る
10
月
５
日
（
土
）、
本
部
の
肝

い
り
で
今
年
度
発
足
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
、
筑
紫
丘
高
校
女
子
同

窓
会
「
丘お

か

女め

会か
い

」
の
記
念
イ
ベ
ン

ト
が
、
母
校
の
視
聴
覚
教
室
で

賑に
ぎ

々に
ぎ

し
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
子
入
学
一
期
生
の
山
本
睦

子
会
長
（
高
４
）
を
頂
点
と
し

て
、
司
令
塔
で
あ
る
松
浦
ひ
と
み

副
会
長
（
高
30
）
の
采
配
の
も
と

に
、
異
学
年
の
Ｏ
Ｇ
有
志
が
結
束

し
、
１
１
４
人
も
の
同
窓
生
を
迎

え
て
、
丘
女
ら
し
い
心
温
ま
る
事

業
を
実
施
で
き
ま
し
た
。

　

面
白
好
き
の
丘
女
の
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
企
画
、
賢
い
丘

女
の
周
到
な
準
備
、
そ
し
て
持
ち

場
キ
ッ
チ
リ
、
使
命
感
に
燃
え
る

仕
事
ぶ
り
は
「
流さ

す
が石
」
の
一
言
に

尽
き
、
筑
高
女
子
の
面
目
躍
如
た

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
成
功
の
要
因
は
、
本

校
卒
業
生
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

条
件
に
出
演
者
を
選
定
し
た
こ
と

に
あ
り
ま
し
た
。畑
伴
子
さ
ん（
高

31
）
の
筑
紫
丘
陸
上
部
ス
ピ
リ
ッ

ト
に
裏
打
ち
さ
れ
た
ハ
ン
サ
ム

ウ
ー
マ
ン
人
生
と
そ
の
成
功
秘
話

や
、
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
れ
い
ら
さ

ん
本
名
入
江
珠
子
さ
ん
（
高
38
）

と
、
渡
辺
栄
子
さ
ん
（
高
８
）
の

華
麗
な
歌
声
を
乗
せ
て
岩
崎
大
輔

さ
ん
（
定
30
）
が
繰
り
広
げ
る
円

熟
の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
、
聴
衆
の
知

性
と
感
性
が
満
た
さ
れ
、
会
場
は

同
窓
の
喜
び
に
溢
れ
る
空
間
と
な

り
ま
し
た
。

て
も
私
が
目
を
見
張
っ
た
の
は
、

交
流
会
場
に
お
い
て
出
演
者
の
皆

さ
ん
に
対
し
、
若
い
女
性
た
ち
の

シ
ャ
ー
プ
な
質
問
が
盛
ん
に
飛
び

交
う
光
景
で
し
た
。
論
旨
を
組
み

立
て
て
発
言
す
る
こ
と
は
難
し
い

も
の
で
す
。
何
の
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

も
な
く

次
々
に
手
が
挙
が
る
丘
女
の
姿
に
、

私
は
あ
ら
た
め
て
筑
紫
丘
の
威
力

に
恐
れ
入
っ
た
次
第
で
す
。

　

と
に
も
か
く
に
も
「
丘
女
会
」

は
前
途
洋
々
た
る
船
出
を
い
た
し

ま
し
た
。
み
な
さ
ま
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

白
水
心
子
（
高
24
）

イ
ベ
ン
ト
後
の
懇
談
会

講
演
す
る
畑
伴
子
さ
ん
（
高
31
）

　

そ
の
後
、
焙ば

い

煎せ
ん

技
術
の
世

界
大
会
で
優
勝
さ
れ
た
後
藤

直
紀
さ
ん
（
高
46
）
に
い
れ

て
い
た
だ
い
た
薫
り
高
い
珈

琲
を
味
わ
い
な
が
ら
、
親
交

を
深
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
し

山
本
睦
子
会
長
（
高
４
）
の
あ
い
さ
つ

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を

心
身
と
も
に
タ
フ
な
人
材
の
育
成

会
長
　
門も
ん

司じ

　
稔

上
原
　
洋
祐 

校
長

年
頭
あ
い
さ
つ

年
頭
あ
い
さ
つ

校
の
発
展
と
と
も
に
同
窓
会
に
お

い
て
も
活
動
は
着
実
に
広
が
り
前

進
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
「
会
員

の
友
誼
を
深
め
母
校
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
」、
こ
の
会
則
目
的

に
そ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
方
が
集

い
、
親
し
ま
れ
る
同
窓
会
運
営
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
、
福
岡
市
で
開
催
さ
れ

た
県
医
師
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
「
元
気
で
長
生
き
の
秘
訣
」
の

一
つ
と
し
て
「
同
窓
会
に
行
く
こ

と
」
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し

た
。

　

同
窓
会
は
「
元
気
を
も
ら
い
元

気
を
与
え
る
」
仲
間
の
集
ま
り
で

あ
り
、
皆
様
の
積
極
的
な
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
在
校
生
に
対
し
て
は
目

標
と
な
る
元
気
な
先
輩
の
姿
、
元

気
な
同
窓
会
の
姿
を
見
せ
た
い
も

の
で
す
。

　

次
に
、
こ
こ
一
両
年
の
新
た
な

活
動
を
振
り
返
り
感
ず
る
と
こ
ろ

を
述
べ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

一
つ
は
女
性
の
親
睦
の
会
の
発

足
で
す
。
昨
年
10
月
に
発
会
イ
ベ

ン
ト
が
母
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
の
会
な
ら
で
は
の
楽
し
い
和

や
か
な
集
ま
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
首
都
圏
に
お
い
て
は
学

生
部
会
主
催
に
よ
る
「
若
手
大
同

総
会
」
が
大
勢
の
参
加
者
を
集
め

に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
動
き
は
、
会
員
各
層
に

参
加
の
和
を
広
げ
る
も
の
と
し
て

会
の
発
展
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

母
校
支
援
に
関
し
て
は
、
一
昨

年
、
教
育
支
援
基
金
を
創
設
い
た

し
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
の
支
援

の
お
か
げ
で
基
金
は
一
定
規
模
に

達
し
、
所
期
の
目
的
の
通
り
、
在

校
生
の
支
援
に
充
て
ま
し
た
。
引

き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

当
面
す
る
課
題
と
し
て
は
、
老

朽
化
し
た
母
校
校
舎
の
全
面
改
装

に
向
け
て
の
促
進
活
動
で
す
。
母

校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
丘
上
会
、
同
窓
会

等
か
ら
成
る
オ
ー
ル
筑
紫
丘
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
筑
紫
丘
高
校

校
舎
全
面
改
築
促
進
期
成
会
」
を

組
成
し
、
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

今
年
も
役
員
・
常
任
幹
事
、
支

部
役
員
・
幹
事
一
同
、
同
窓
会
並

び
に
母
校
の
発
展
の
た
め
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

育
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
・

ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
教
育
の
世
界
に
も
「
不
易

と
流
行
」が
あ
り
ま
す
。「
不
易
」

の
価
値
と
言
え
ば
、
豊
か
な
人
間

性
、
正
義
感
や
公
正
さ
を
重
ん
じ

る
心
、
自
律
し
つ
つ
他
人
と
協
調

す
る
心
な
ど
が
該
当
す
る
と
思
い

ま
す
。
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

の
「
流
行
」
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

21
世
紀
、
人
類
に
は
20
世
紀
繁

栄
の
遺
産
処
理
が
課
せ
ら
れ
、
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、

加
え
て
わ
が
国
で
は
人
類
未
経
験

の
超
少
子
高
齢
化
社
会
に
突
入
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、

主
体
的
に
し
か
も
積
極
的
に
生
き

抜
く
タ
フ
さ
、
意
欲
、
問
題
解
決

能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
併
せ
持
つ
人
材
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
資
質
能
力
は
授
業
を

聞
い
て
学
力
を
高
め
る
だ
け
で
身

に
付
く
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ら
は

技
能
や
意
識
が
異
な
る
部
員
が
一

つ
の
目
標
に
向
け
て
集
う
部
活
動

で
も
ま
れ
、
運
動
会
な
ど
の
大
き

な
集
団
の
中
で
優
勝
と
い
う
共
通

の
目
標
達
成
の
た
め
悪
戦
苦
闘
す

る
体
験
を
通
し
て
身
に
付
く
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
思
い
が
違
う
異

年
齢
集
団
を
ま
と
め
、
粘
り
強
く

説
得
し
た
り
交
渉
し
、
時
に
他
人

の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

中
で
培
わ
れ
る
も
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

本
校
は
日
本
の
未
来
を
託
す
、

そ
う
い
う
人
材
を
育
む
学
校
で
す
。

同
窓
会
の
皆
さ
ん
、
今
度
と
も

ご
指
導
ご
鞭べ

ん

撻た
つ

を
賜
り
ま
す
よ
う
、

重
ね
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
総
会
に
お
い
て

小
島
洋
実
行
委
員
長
（
高
36
）
か

ら
襷た

す
きを
受
け
継
ぎ
、
開
催
が
近
づ

く
に
つ
れ
日
々
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
定
期
総
会
は
、

６
月
７
日
（
土
）、福
岡
市
の
「
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博
多
」
に

て
、
皆
様
の
絶
大
な
る
お
力
添
え

を
賜
り
、
同
窓
の
皆
様
を
お
迎
え

で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
開

始
時
刻
は
午
後
６
時
の
予
定
で
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
同
朋　

Ｈ

Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
」
で
す
。
母
校

の
誇
る
べ
き
長
い
歴
史
は
大
変
幅

広
い
世
代
の
同
窓
を
輩
出
し
て
き

ま
し
た
。
総
会
に
お
集
ま
り
の
皆

様
は
年
代
こ
そ
違
え
同
じ
場
所
で

光
輝
く
青
春
を
謳
歌
し
た
「
同

朋
」
で
す
。
サ
ブ
テ
ー
マ
の
「
∞

つ
な
が
る
→
つ
な
ぐ
→
つ
な
げ
る

∞
」
の
下
に
『
ハ
ラ
カ
ラ
の
輪
』

が
大
き
く
大
き
く
広
が
る
よ
う
、

37
回
生
一
同
、
一
生
懸
命
頑
張
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け

ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
同
朋　

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
」

定
期
総
会
に
向
け
て

平
成
26
年
度
総
会
実
行
委
員
長
　
岩
渕
　
穣
（
高
37
）

　

平
成
25
年
11
月
28
日
、
竹
若
幸

二
前
副
会
長
（
高
10
）
が
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
享
年
74
。

　

竹
若
前
会
長
は
、
永
年
県
教
育

委
員
会
で
教
育
行
政
に
携
わ
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
母
校
下
の
筑
紫

丘
ト
ン
ネ
ル
工
事
や
講
堂
の
建
設

に
も
、
行
政
の
立
場
か
ら
積
極
的

に
ご
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
退
職
後
の
同
窓
会
と
の
係
わ

り
は
、
平
成
18
～
19
年
度
監
査
、

同
20
～
23
年
度
副
会
長
と
、
会
の

運
営
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

　

副
会
長
時
代
は
、
組
織
委
員
長

と
し
て
特
に
支
部
問
題
の
取
り
ま

と
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
記
念

館
建
設
に
際
し
て
も
委
員
長
と

し
て
、
企
画
・
入
札
・
建
設
と

全
般
に
わ
た
っ
て
的
確
な
指
示

と
指
導
を
さ
れ
ま
し
た
。
記
念

館
は
在
校
生
が
母
校
の
歴
史
を

知
る
絶
好
の
施
設
と
な
っ
て
お

り
、
他
校
か
ら
も
建
設
の
参
考

に
、
と
見
学
が
あ
と
を
た
た
な

い
程
で
す
。

　

竹
若
前
副
会
長
を
偲
び
、
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　

年
頭
に
当

た
り
ご
あ
い

さ
つ
申
し
上

げ
ま
す
。
母

　

明
け
ま
し

て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
校
教

竹
若
前
副
会
長
逝
去

（
事
務
局
）
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吉
村
圭
介
先
生
は
、
昭
和
18
年

３
月
31
日
か
ら
同
50
年
３
月
31
日

ま
で
32
年
間
、
筑
紫
中
学
校
・
筑

紫
丘
高
校
に
勤
務
さ
れ
た
。

　

教
科
は
生
物
。「
カ
ン
パ
チ
」

の
あ
だ
な
で
親
し
ま
れ
た
。

　

こ
の
ナ
ウ
マ
ン
象
臼
歯
の
化
石

は
、
昭
和
26
（
１
９
５
１
）
年
10

月
に
那
珂
川
に
架
か
る
警
弥
郷
橋

下
流
で
小
石
を
採
集
中
の
西
田
惣

太
郎
氏
に
よ
り
発
見
さ
れ
、「
福

岡
市
出
土
の
旧
象
の
臼
歯
化
石
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
松
尾
信
一
・

吉
村
圭
介
両
氏
に
よ
っ
て
昭
和
28

年
２
月
、
九
州
大
学
農
学
部
学
芸

雑
誌
第
14
巻
第
１
号
に
報
告
さ
れ

た
。

　

ナ
ウ
マ
ン
象
化
石
は
、
福
岡
市

周
辺
で
の
発
見
例
が
な
く
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。

　

こ
の
化
石
は
、
長
ら
く
吉
村
圭

介
元
教
諭
が
、
先
生
の
逝
去
後
は

ご
遺
族
が
引
き
続
き
保
管
さ
れ
て

き
た
が
、
平
成
25
年
６
月
14
日
、

ご
遺
族
か
ら
筑
紫
丘
高
校
に
寄
贈

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
化
石
は
現
在
、
福

岡
市
博
物
館
に
貸
し
出
し
て
い
て
、

同
館
の
「
常
設
展
示
室 

」
で
展

示
中
で
あ
る
。
こ
の
４
、５
月
は

記
念
館
で
里
帰
り
展
示
の
予
定
だ

が
、
そ
の
後
は
再
び
福
岡
市
博
物

館
で
展
示
さ
れ
る
。

　

昭
和
元
（
１
９
２
６
）
年
の
学

校
創
立
準
備
の
年
か
ら
、
福
岡
県

が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入
す
る

直
前
の
昭
和
52
年
度
ま
で
の
支
出

簿
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

　

創
立
の
時
の
支
出
簿
に
は
、
昭

和
２
年
３
月
に
支
給
さ
れ
た
生

田
徳
太
郎
初
代
校
長
の
俸
給
は

２
２
４
円
99
銭
、
教
員
は
84
円
67

銭
だ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

当
時
は
「
給
料
」
で
は
な
く
「
俸

給
」
だ
っ
た
。

　

戦
前
の
会
計
帳
簿
は
革
張
り
背

表
紙
で
学
校
名
が
金
文
字
で
押
圧

さ
れ
て
い
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
簡

素
に
な
り
戦
後
は
単
な
る
黒
表
紙

と
な
っ
た
。

　

学
制
改
革
直
後
の
帳
簿
に
は

「
筑
紫
高
等
学
校
」
の
記
名
が
あ

る
。

　

備
品
台
帳
も
支
出
簿
同
様
大
判

の
革
張
り
背
表
紙
で
、
戦
後
武
道

が
禁
止
と
な
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令

に
よ
り
剣
道
用
具
が
焼
却
処
分
さ

れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

刀
匠
山
口
寿
信
（
高
22
）・
研

師
真
砂
光
治
（
高
校
26
）
両
氏
が

母
校
の
発
展
を
祈
っ
て
制
作
。
平

成
４
年
３
月
19
日
に
寄
贈
さ
れ
た

も
の
。
74
・
８
セ
ン
チ
の
太
刀
で

あ
る
。「
祷い

の
る 

筑
紫
丘
高
校
発
展
」

と
刻
む
。

吉
村
圭
介
元
教
諭
と

ナ
ウ
マ
ン
象
臼
歯
の
化
石

会
計
帳
簿
類

筑
紫
丘
高
校
守
護
刀

転
校
生
を
取
り
巻
く
忘
れ
得
な
い
あ
の
友
こ
の
友

　

私
は
戦
後
、
筑
中
に
転
校
し
て

き
た
。
東
京
都
世
田
谷
区
内
に
住

み
学
齢
に
達
し
て
成
城
中
学
校

（
旧
制
）
に
入
学
。
昭
和
20
年
４

月
名
古
屋
陸
軍
幼
年
学
校
に
入
る

が
、
終
戦
で
復
員
を
し
た
。

　

父
は
陸
軍
士
官
学
校
を
出
て
戦

車
隊
長
を
し
て
南
方
に
転
戦
中
。

母
は
空
襲
が
激
し
く
な
っ
た
東
京

を
離
れ
て
実
家
の
あ
る
福
岡
市
高

宮
に
疎
開
し
た
。
終
戦
で
父
は
捕

虜
に
な
り
抑
留
さ
れ
た
が
、
21
年

６
月
に
解
か
れ
て
帰
国
し
、
母
の

実
家
が
種
苗
の
販
売
を
し
て
お
り

両
親
と
も
に
就
職
し
た
。

　

私
は
20
年
９
月
初
め
筑
中
の
転

入
試
験
に
パ
ス
し
、
２
年
７
カ
月

後
に
18
回
生
と
し
て
卒
業
し
た
。

　

筑
中
に
入
っ
て
終
生
忘
れ
得
な

い
の
が
「
東
宝
満
西
脊
振
」
の
校

歌
と
、「
聴
け
玄
海
の
波
洗
う
」

の
応
援
歌
で
、
今
で
も
折
に
ふ
れ

て
よ
く
口く

ち

遊ず

さ
む
。
郷
愁
を
誘
う

歌
だ
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
に
は
、

旧
制
福
高
２
回
生
の
相
羽
尚
先
生

を
は
じ
め
、
八
尋
松
次
郎
先
生

や
古
屋
明
先
生
、
吉
村
圭
介
先
生
、

内
田
正
男
先
生
、
的
野
勝
先
生
で
、

す
で
に
み
ん
な
物
故
さ
れ
て
お
り
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
期
の
道
祖
会
関
係
で

は
、
世
話
人
の
長
田
健
氏
、
会
合

の
写
真
を
撮
影
す
る
大
塚
惟
公
氏
、

同
窓
会
報
づ
く
り
に
余
念
の
な
い

大
谷
希
幸
氏
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
田
圃
の
中
の
一
本
道
を

と
も
に
登
下
校
し
た
大
西
雄
三
氏
、

古
岡
稔
氏
、
三
坂
一
生
氏
、
安
川

孝
氏
、
い
ま
は
故
人
と
な
っ
た
内

野
一
彦
氏
、
永
岡
茂
治
氏
、
馬
場

利
貞
氏
、
古
屋
秀
雄
氏
、
山
内
重

太
郎
氏
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
す
。

　

電
車
通
学
に
な
っ
て
か
ら
は
、

山
田
太
郎
氏
や
故
人
の
伊
佐
山
勝

海
氏
、
牛
草
宏
氏
、
金
藤
義
次
氏
、

日
下
部
桂
造
氏
、
清
水
栄
一
氏
、

辰
元
喜
治
氏
ら
と
親
し
く
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
九
大
医
学
部
内
で
の
医
局

対
抗
野
球
試
合
で
は
、
筑
中
で
同

期
生
だ
っ
た
が
、
四
年
修
了
（
四

修
）
で
福
高
に
入
っ
た
た
め
一
年

上
、
旧
制
最
後
の
学
生
と
な
っ
た

林
田
健
氏
と
一
緒
に
出
場
し
た
楽

し
い
思
い
出
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

岩
崎
さ
ん
は
昭
和
23
年
筑
中
か

ら
旧
制
福
高
に
進
学
、
理
科
乙
類

を
１
年
修
了
し
翌
24
年
新
制
九
大

へ
。
28
年
医
学
部
薬
学
科
を
卒
業

し
た
。
大
学
院
で
薬
品
分
析
化
学

を
専
攻
し
て
い
て
第
一
薬
科
大
学

へ
の
就
職
が
決
ま
っ
た
。

　

法
人
の
理
事
に
な
り
、
副
学
部

長
な
ど
も
経
て
平
成
10
年
に
退
職

し
た
が
、
学
園
の
関
連
大
学
に
移

り
学
部
長
、
管
理
部
長
、
副
学
長

を
し
、
19
年
に
す
べ
て
の
職
か
ら

身
を
引
く
。

　

な
お
、
こ
の
間
の
平
成
17
年
に

は
日
本
分
析
化
学
会
か
ら
薬
学
的

手
法
を
用
い
る
臨
床
化
学
分
析
の

開
発
と
学
会
へ
の
貢
献
で
、
学
会

功
労
賞
を
贈
ら
れ
た
。

　

ま
た
、亀
井
光
福
岡
県
知
事（
当

時
）
か
ら
昭
和
48
年
に
労
働
省
技

能
検
定
試
験
委
員
と
し
て
職
業
訓

練
に
延
べ
10
年
間
協
力
し
た
と
感

謝
状
を
。さ
ら
に
麻
生
渡
知
事（
当

岩
崎
正
武
さ
ん
（
中
18
）

第
一
薬
科
大
学
で
活
躍
し
た

岩
崎
正
武
さ
ん

　

平
成
25
年
度
定
期
総
会
は
、
36

回
生
の
周
到
な
準
備
と
お
も
て
な

し
の
下
に
、
昨
年
６
月
１
日
、
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博
多
で
開

催
さ
れ
、
千
人
余
の
同
窓
生
が
集

ま
り
ま
し
た
。

◇

　

―
出
席
さ
れ
た
三
谷
（
藤
）
勝

彌
氏
（
中
12
）
か
ら
、
事
務
局
に

お
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。
戦
中
・

戦
後
の
激
動
の
時
代
を
乗
り
越
え

て
こ
ら
れ
た
感
慨
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
―

　

同
窓
会
総
会
の
事
前
の
計
画
準

備
か
ら
事
後
の
処
理
ま
で
大
変
ご

心
労
に
な
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 　

私
は
88
歳
で
米
寿
の
記
念
品
ま

で
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
２
５
０
人
余
も
卒

業
し
た
同
級
生
は
6
人
の
出
席
と

寂
し
さ
も
感
じ
ま
し
た
が
、
な
つ

か
し
さ
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
何
か

ら
何
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

小
学
校
6
年
で
日
支
事
変
が
起

こ
り
、
続
い
て
中
学
で
大
東
亜
戦

争
に
拡
大
、
動
員
。
第
一
師
範
学

校
で
は
工
場
（
久
留
米
ブ
リ
ヂ
ス

ト
ン
）
動
員
。
そ
の
ま
ま
予
備
士

官
学
校
へ
。
昭
和
20
年
６
月
21

日
、熊
本
で
空
襲
（
福
岡
は
19
日
）、

終
戦
の
こ
と
も
知
ら
ず
演
習
続
行

中
敗
戦
し
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

岡
山
県
か
ら
貨
物
列
車
で
復
員

し
、
９
月
30
日
に
師
範
学
校
を
卒

業
。
10
月
１
日
に
小
学
校
に
赴
任

し
ま
し
た
。
軍
国
主
義
か
ら
民
主

主
義
に
激
変
し
、
苦
労
し
ま
し
た

が
、
す
で
に
平
均
寿
命
は
超
し
ま

し
た
。
少
し
で
も
皆
さ
ま
の
た
め

に
と
思
い
健
康
維
持
に
努
め
ま
す
。

平
成
25
年
度
総
会

盛
大
に
開
催

教
育
支
援
基
金
受
付
名
簿

（
平
成
25
年
４
月
１
日
〜

　
平
成
25
年
10
月
31
日
、

　
掲
載
は
受
付
順
）

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
れ
ま
で
に

基
金
か
ら
60
万
円
を
支
援
金
と
し

て
支
出
し
、
現
在
３
５
２
万
２
４

８
８
円
を
基
金
と
し
て
積
み
立
て

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
森
永
武
彦
（
高
７
）
▽
高
49
回

有
志
一
同
▽
土
師
政
敏
（
定
10
）

▽
市
吉
康
政
（
高
11
）
▽
江
濱
義

博
（
高
33
）
▽
剣
持
登
志
子
（
高

36
）
▽
綾
部
純
子
（
高
36
）
▽
筑

高
三
八
会
（
高
15
）
▽
三
島
寿
永

美
（
中
５
）
▽
有
志
一
同
（
高

18
）
▽
松
本
精
一
郎
（
高
14
）
▽

米
寿
・
古
稀
祝
扇
子
受
領
者
（
中

12
・
高
14
・
定
15
）
▽
榎
本
秀
伸

（
高
17
）
▽
渡
邊
博
志
（
高
34
）

▽
高
橋
ヨ
シ
エ
（
高
７
）
▽
足
立

敦
子
（
高
15
）
▽
勝
野
雅
弘
（
高

22
）
▽
富
田
紘
（
高
12
）
▽
第
22

回
筑
中
・
筑
高
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
及

び
表
彰
式
参
加
者
▽
門
司
稔
（
高

13
）
▽
丘
仁
志
会
（
高
24
）
▽
高

36
・
37
回
生
有
志

時
）
か
ら
は
37
年
間
の
私
立
学
校

教
育
の
功
労
者
と
し
て
平
成
10
年

に
表
彰
さ
れ
た
。大谷

希
幸
（
中
18
）

　

秋
恒
例
の
筑
中
・
筑
高
同
窓
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
昨
年
に
引
き

続
き
筑
紫
丘
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で

１
３
３
人
（
36
組
）
の
参
加
の
も

と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

台
風
26
号
の
接
近
で
、
開
催
に

多
少
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

や
や
強
風
の
中
、
予
定
通
り
午
前

８
時
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
風
も
次
第
に
治
ま
り
、

午
後
に
は
薄
日
も
差
し
て
、
全
員
、

ラ
ウ
ン
ド
を
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

表
彰
式
も
昨
年
同
様
、
会
場
を

移
し
、
午
後
６
時
か
ら
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博
多
宴
会
場
で

70
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

門
司
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
そ
し

て
乾
杯
の
後
、
表
彰
式
に
移
り
ま

し
た
。
優
勝
者
へ
の
『
お
も
て
な

し
の
宿
』
を
は
じ
め
、
数
多
く
の

賞
品
が
発
表
さ
れ
る
度
に
、
会
場

に
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」

で
す
。
実
行
委
員
が
東
奔
西
走
し

て
用
意
し
た
賞
品
で
、
さ
ら
に
会

場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
景
品

を
提
供
し
て
い
た
だ
い
方
々
に
も
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

児
玉
信
行
実
行
委
員
長
（
26

回
）
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

校
歌
・
応
援
歌
、
そ
し
て
エ
ー
ル

を
送
っ
て
、
夜
の
街
に
繰
り
出
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
が
、
優
勝
し
た
須
堯
さ
ん
は
10

月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
福

岡
県
高
校
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
ゴ
ル
フ
大

会
（
Ｔ
Ｎ
Ｃ
主
催
）
に
「
筑
高
イ

レ
ブ
ン
会
」
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出

場
し
、
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▽
優
勝
須
堯
諄
一
（
高
11
）
▽
準

優
勝
川
下
睦
彦
（
高
13
）
▽
３
位

黒
川
徹
郎
（
高
21
）
▽
ベ
ス
ト
グ

ロ
ス
篠
塚
武
久
（
高
16
）

　

ま
た
、
こ
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に

よ
る
教
育
支
援
基
金
は
13
万
７
千

円
で
し
た
。

第
22
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

優
勝
は
須
堯
さ
ん（
高
11
）

門司会長から優勝カップを
受ける須堯さん（右）

中
山
利
明
（
高
26
）

（
事
務
局
）

ナウマン象臼歯の化石

そろった会計帳簿など

寄贈を受けた剣刀
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ど、恒例の活動が紹介され、また、今
後の運営方針として連携・インフラ・
財務の強化が報告されました。
　懇親会では、同級生の横の繋がりと
世代を超えた縦の繋がりをさらに深め
るとの思いを込めた「つなぐ」という
テーマのもと、福岡の応援も含めた80
余人の36回生がおもてなしに努めまし
た。今年の企画である国内外で活躍す
る卒業生の紹介、かしわ飯やがめ煮の
提供など喜んでいただけたと思います。
　また筑高体操や応援団による応援歌・
校歌では、世代を超えた一体感が会場
を包みました。首都圏同窓生の繋がり
がさらに磐石になり、首都圏同窓会の
ますますの躍進・発展を期待します。

幹事学年代表　亀山　伸（高36）

18人にのぼり、年々盛会になっていく
様を感じました。総会に続いて開催し
た親睦の集いでは、恒例となった席替
え、昨年好評だったテーブル対抗筑高
クイズ、今回初企画の運動会DVD鑑賞
を通じ、笑いあり、感動ありの雰囲気
の中、学年・世代を超えた交流が行わ
れました。また、36回、37回卒生による
郷土品・筑高グッズ販売（こちらもほ
ぼ完売）を通して幹事学年（卒後30年）
世代の強い団結力も印象的でした。
　「筑高いくジェー」のノリのまま約70
人が２次会に突入し、本当に楽しい１
日を過ごしました。さて、来年関西支
部は支部発足30周年を迎え、記念企画
も検討中です。関西在住の皆さん、来
年も楽しいひとときを過ごしましょう。
  堤　一弘（高32）

◇
　教育支援基金募金箱に14,000円を寄せ
ていただきました。関西支部の皆さん
ありがとうございました。  （事務局）

★関西支部総会・懇親の集い　10月27
日、ホテルグランヴィア大阪にて、第
30回筑紫丘高校同窓会総会・親睦の集
いが開催されました。今年は福岡・東
京からの来賓・ビジターを含め96人が
集いました。また、今回初参加の方も

部
活
動
報
告

お
詫
び

　

第
53
号
４
面

の
記
念
館
収
蔵

紹
介
③
の
３
段
目
５
行
目
、
松
井

松
次
郎
教
諭
は
八
尋
松
次
郎
教
諭

の
誤
り
で
し
た
。ま
た
同
面
の「
同

窓
会
花
盛
り
」
の
１
２
０
人
が
集

う
の
筆
者
、
横
邊
三
香
は
溝
邊
三

香
、
心
に
し
み
た
校
歌
斉
唱
の
筆

者
、
小
山
正
貴
は
小
松
正
貴
の
誤

り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
（
全
国
高
校
総
体
）
が
北
部
九

州
開
催
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
出

場
し
な
か
っ
た
部
活
動
も
、
会
場

運
営
の
手
伝
い
を
す
る
な
ど
、
県

の
部
活
動
全
体
が
と
て
も
盛
り
上

が
っ
た
年
に
な
り
ま
し
た
。
本
校

で
も
、
多
く
の
部
活
動
が
日
ご
ろ

の
成
果
を
発
揮
し
、
県
大
会
に
進

み
ま
し
た
。
中
で
も
陸
上
部
は
北

部
九
州
大
会
で
６
位
入
賞
を
果
た

し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま

し
た
。
水
泳
部
、
山
岳
部
も
前
年

に
引
き
続
き
九
州
大
会
に
出
場
す

る
な
ど
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

水
泳
部
は
新
人
戦
に
お
い
て
も
、

九
州
大
会
に
出
場
し
、
入
賞
し
て

い
ま
す
。

▽
陸
上
競
技
部

　

３
年
８
組　

渡
辺　

壮
流

　
　
　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

　
　
　
　

八
百
メ
ー
ト
ル
出
場

　
　
　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選

　
　
　
（
北
部
九
州
大
会
）

　
　
　
　

八
百
メ
ー
ト
ル
６
位

　

大
分
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
出
場
し
ま
し
た
。
自
分
は
高

校
に
入
っ
た
時
に
全
国
大
会
に
出

る
こ
と
が
で
き
る
と
は
思
っ
て
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
ま
で
頑

張
れ
た
の
は
い
ろ
い
ろ
な
人
の
お

か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
は
自
己
ベ
ス
ト
の
記

録
が
出
ず
、
け
が
も
し
て
あ
ま
り

調
子
が
上
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
行
け

た
の
は
、
自
分
が
全
国
に
行
く
と

信
じ
て
、
言
い
聞
か
せ
続
け
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
全
国
に
行
け

た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

け
ど
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
結
果
を

残
せ
な
か
っ
た
の
は
、
ど
こ
か
で

満
足
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

陸
上
部
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
部

活
も
目
標
と
し
て
い
る
大
会
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
大
会
に

出
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
勝
つ

こ
と
を
目
標
と
し
て
練
習
し
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
水
泳
部

　

２
年
３
組　

松
尾　

虹
歩

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選（
九
州
大
会
）

　

百
メ
ー
ト
ル
バ
タ
フ
ラ
イ
出
場

全
九
州
高
校
新
人
水
泳
大
会

　

五
十
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
８
位

　

私
は
７
月
に
行
わ
れ
た
高
体
連

九
州
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
と

て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム

メ
ー
ト
や
先
生
方
の
応
援
も
あ
り
、

自
分
の
中
の
精
い
っ
ぱ
い
の
力
を

出
し
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
こ
そ
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出

場
し
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
9
月
に
行
わ
れ
た
新
人

戦
で
は
私
を
含
め
た
18
人
が
九
州

大
会
に
出
場
し
、
ベ
ス
ト
を
尽
く

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
チ
ー
ム
メ
ー
ト
と

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
水
泳
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

▽
高
校
生
科
学
技
術
コ
ン
テ
ス
ト

　

将
来
の
科
学
技
術
振
興
を
担
う

人
材
を
発
掘
し
よ
う
と
、
福
岡
県

教
委
が
６
月
に
「
高
校
生
科
学
技

術
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
思
考
力
や
応
用
力

を
問
わ
れ
る
共
通
問
題
と
、
科
目

別
の
記
述
式
テ
ス
ト
で
行
わ
れ
る

難
し
い
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
が
、
本

校
で
も
理
数
科
３
年
生
の
生
徒
が
、

生
物
科
目
で
最
優
秀
賞
、
物
理
科

目
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

【
生
物
】
最
優
秀
賞

　

３
年
11
組　

小
原　

寛
士

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
が
主
催
す

る
科
学
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優

秀
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
昨
年
は
優

秀
賞
だ
っ
た
の
で
、
今
年
受
賞
で

き
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

　

生
物
学
は
、
理
系
の
中
で
は
選

択
し
て
い
る
人
は
少
な
い
で
す
が
、

日
々
進
歩
し
続
け
て
お
り
、
医
療

分
野
な
ど
私
た
ち
の
生
活
に
も
密

接
に
関
わ
っ
て
く
る
奥
の
深
い
学

問
だ
と
思
い
ま
す
。

　

受
賞
に
至
る
ま
で
に
、
ご
指
導

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
理
数
科
や

生
物
部
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と

も
筑
紫
丘
高
理
数
科
の
素
晴
ら
し

い
伝
統
に
恥
じ
ぬ
よ
う
努
力
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
校
３
年
間
で
、
他
に
も
生
徒

会
や
行
事
の
運
営
な
ど
様
々
な
こ

と
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
自
分
が
興
味
の
あ
る
こ
と
に

全
力
で
打
ち
込
め
、
そ
れ
を
支
え

合
え
る
仲
間
が
い
る
筑
紫
丘
高
校

は
非
常
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
し
た
。

　

僕
は
筑
高
生
で
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
。

【
物
理
】
優
秀
賞

　

３
年
11
組　

吉
田　

優
一
朗

　

１
、２
年
の
時
は
数
学
を
受
験

し
ま
し
た
が
、
今
年
は
先
生
か
ら

の
強
い
誘
い
も
あ
り
、
物
理
を
受

験
し
ま
し
た
。
物
理
は
限
ら
れ
た

法
則
か
ら
物
体
の
運
動
等
を
す
べ

て
明
ら
か
に
す
る
学
問
で
す
。
１

年
の
頃
は
こ
の
こ
と
が
理
解
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２
、３
年
と

知
識
を
深
め
て
い
く
中
で
、
物
理

と
数
学
と
の
関
連
性
や
、
そ
の
論

理
性
の
厳
密
さ
が
よ
く
分
か
る
よ

う
に
な
り
、
魅
了
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。
高
校
３
年
間
で
自
分
が
ど

れ
だ
け
成
長
し
た
の
か
を
確
か
め

た
く
、
そ
の
集
大
成
を
ぶ
つ
け
る

つ
も
り
で
科
学
技
術
コ
ン
テ
ス
ト

に
挑
み
ま
し
た
。

　

２
年
前
と
３
年
前
に
、
僕
と
同

じ
部
活
の
先
輩
方
が
物
理
で
最
優

秀
賞
と
い
う
成
績
を
収
め
ら
れ
て

い
た
の
で
、「
自
分
も
続
き
た
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
た
の
で
す
が
、

２
位
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
、
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。
後
輩
た
ち
に

希
望
を
託
し
、
来
年
こ
そ
は
筑
紫

丘
に
最
優
秀
校
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を

持
ち
帰
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

▽
特
別
活
動
「
囲
碁
・
将
棋
」

　

昨
年
11
月
９
日
に
全
九
州
高
等

学
校
囲
碁
選
手
権
熊
本
大
会
が
行

わ
れ
、
男
子
団
体
で
準
優
勝
し
、

３
月
21
日
に
大
阪
で
行
わ
れ
る
全

国
大
会
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー

　

２
年　

山
下　

誠
（
５
段
）

　
　
　
　

野
副
峻
史
（
３
段
）

　

１
年　

空
田　

聡
（
３
段
）

　

部
室
で
一
生
懸
命
練
習
し
た
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
、
囲
碁
と
し

て
始
ま
っ
て
以
来
の
全
国
大
会
出

場
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
自
分
た
ち
の
努
力

だ
け
で
は
な
く
、
熊
本
へ
送
り
出

し
て
く
だ
さ
っ
た
学
校
の
方
々
、

応
援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
お
か

げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
に
出
場
す
る
に
当

た
っ
て
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
祝

福
や
激
励
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
大
会
当

日
ま
で
一
生
懸
命
練
習
し
、
本
番

に
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
全
国

大
会
で
は
各
地
方
の
強
者
た
ち
が

集
ま
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
た

ち
の
力
を
出
し
切
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。

（
２
年
11
組　

野
副　

峻
史
）

力走する渡辺壮流君
（左から３人目）

県
教
委
主
催
の
高
校
生
科
学
技

術
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
最
優
秀
賞

を
獲
得
し
た
小
原
君
（
左
）
と

優
秀
賞
の
吉
田
君

力泳する松尾虹歩さん

全国出場を決めた特別活動
「囲碁・将棋」の生徒たち

★還暦記念の同窓会　丘仁志会（高
24）は還暦を迎えた祝いに三つのイベ
ントを行いました。５月に関西
で同窓会を開催し、６月の定期
総会で同窓の ｢うえやまとち｣
さんデザインの、真赤なそろい
のＴシャツを着て祝いました。
　11月の済州島旅行で世界遺産
を巡り、パワースポットで力を

★関東「ほの字会」開催　平成25年10
月19日（土）、関東在住の第18回卒業
生による「ほの字会」（会長・森永茂
樹、副会長・田中薫、代表幹事・伊丹
侃）が東京港区新橋で開催されました。
会が把握している関東在住会員は88人、
全員が現役を退く年齢にあり、関東を
終
つい

の棲
す み か

処とする人も少なくありません。
毎年秋に開催し、東京の名跡を歩くプ
レイベントと懇親会の二本立てで、親
交を深めています。
　この日のプレイベントは新橋から旧
汐留操車場跡の鉄道歴史資料館、さら
に浜離宮を訪ね、懇親会は福岡から駆
け付けた元東京の企業戦士４人が加わ
り、総勢40人の大宴会となりました。
ちなみに「ほの字会」の意味は「ホ」の
字を崩すと「十八」になるという言葉
遊びです。団塊１期生はいつまでも「ほ

蓄え、素晴らしい思い出となりました。
飲んで、食べて、笑って還暦の節目は、
楽しい一年となりました。
  内田洋子（高24）

れる」若さを保ち、頭に「老い」が付
かぬよう五輪開催まで元気を保つこと
を誓い合いました。  伊丹　侃（高18）

★首都圏同窓会382人参加　平成25年
度の首都圏同窓会総会・懇親会は、11月
９日（土）、目黒雅叙園で382人の参加
を得て開催されました。
　総会では母校２年生の東京研修、大
学生が集うTokyo Hills、就活生向けの
就活の会、10年代ごとの20’s～60’sの会な

定期総会で還暦記念の赤いTシャツを着た高24回生

在関東の高18回生の集い「ほの字会」
382人を集めた首都圏同窓会

世代を超えて集まった
同窓会関西支部の面々

同 窓 会
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宴座
　

前
立
腺
が
ん
を

患
っ
た
。
選
択
す
る

治
療
法
は
外
科
手
術
、

放
射
線
、
ホ
ル
モ
ン

療
法
の
三
つ
。
最
終

的
に
は
自
身
で
決
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
主
治
医
は
手
術
を
勧
め

た
が
、
成
功
の
確
率
は
「
６
割
ほ

ど
」
と
言
わ
れ
、
考
え
は
放
射
線

に
傾
い
た
。
昨
年
１
月
こ
と
だ
。

　

ど
こ
で
治
療
す
る
か
を
決
め
か

ね
て
い
た
と
き
、
実
兄
か
ら
「
鹿

児
島
に
先
進
医
療
が
あ
る
ば
い
」

と
の
助
言
が
あ
り
、
急
ぎ
ネ
ッ
ト

で
検
索
す
る
と
、
鹿
児
島
県
指
宿

市
の
「
が
ん
粒
子
線
治
療
研
究
セ

ン
タ
ー
」
が
見
つ
か
っ
た
。

　

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
で
出
向

く
と
「
こ
こ
で
は
陽
子
線
で
行
い

ま
す
。
化
学
療
法
や
放
射
線
の
代

わ
り
で
な
く
、
手
術
の
代
わ
り
の

療
法
で
す
」
と
の
説
明
を
受
け
、

治
療
に
踏
み
切
っ
た
。

　

放
射
線
に
は
光
子
線
と
粒
子
線

の
２
種
あ
る
そ
う
だ
。
光
子
線
は

エ
ッ
ク
ス
線
と
ガ
ン
マ
線
、
粒
子

線
に
は
陽
子
線
（
水
素
）
と
炭
素

イ
オ
ン
線
（
重
粒
子
）
だ
。

　

私
の
場
合
、
照
射
時
間
は
１
日

１
分
で
39
回
だ
っ
た
。
む
ろ
ん
照

射
前
に
体
調
を
整
え
る
た
め
の
時

間
も
必
要
だ
。
通
院
と
な
る
た
め
、

併
設
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
。
治
療
費

を
含
め
る
と
数
百
万
円
か
か
っ
た

が
、
日
常
生
活
に
何
の
支
障
も
な

く
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

治
療
を
終
え
て
約
半
年
。
血
液

検
査
に
よ
る
Ｐ
Ｓ
Ａ
数
値
は
当
初

の「
12
・
47
」か
ら
グ
ッ
と
下
が
っ

た
「
１
・
55
」
に
。
一
概
に
言
え

な
い
が
、
腫
瘍
の
疑
い
が
あ
る
か

ど
う
か
の
目
安
は
「
４
」。

　

が
ん
予
防
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
た
ば
こ
」「
食
事
」「
心
」。
御

自
愛
を
―
。

Ｎ
・
Ｍ
（
高
18
）

「珈琲」で大活躍
小説家の岡崎さん　　焙煎士の後藤さん

対  談

　

今
年
度
、
同
窓
会
を
沸
か
せ
た

キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
。そ
れ
は「
珈

琲
（
コ
ー
ヒ
ー
）」
だ
ろ
う
。

　

立
役
者
は
珈
琲
焙ば

い

煎せ
ん

士
と
し
て
、

「
ジ
ャ
パ
ン
・
コ
ー
ヒ
ー
・
ロ
ー

ス
テ
ィ
ン
グ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で

優
勝
、
さ
ら
に
日
本
代
表
と
し
て

世
界
選
手
権
で
あ
る
「
ワ
ー
ル

ド
・
ロ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
・
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」
に
出
場
し
、
見

事
、
世
界
一
の
焙
煎
士
の
栄
冠
を

獲
得
さ
れ
た
後
藤
直
紀
さ
ん
（
高

46
）。
そ
し
て
宝
島
社
主
催
の「
こ

の
ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご
い
大
賞
」

の
隠
し
玉
に
選
ば
れ
、
出
版
さ
れ

る
や
否
や
、
２
作
目
と
併
せ
て
、

販
売
部
数
が
百
万
部
を
突
破
し

た
『
珈
琲
店
タ
レ
ー
ラ
ン
の
事
件

簿
』
の
作
者
で
あ
る
小
説
家
の
岡

崎
琢
磨
さ
ん
（
高
57
）
の
お
２
人

で
あ
る
。

　

若
き
同
窓
生
が
奇
し
く
も
同
じ

年
に
「
珈
琲
」
と
い
う
同
じ
キ
ー

ワ
ー
ド
で
大
活
躍
し
た
。

　

そ
ん
な
大
活
躍
ぶ
り
を
目
の
当

た
り
に
し
て
し
ま
っ
た
筆
者
は

図
々
し
く
、
２
人
に
対
談
を
依
頼

し
た
。

　

す
る
と
「
専
門
家
で
あ
る
の
み

な
ら
ず
、
世
界
を
も
制
さ
れ
た
後

藤
さ
ん
の
お
相
手
が
務
ま
る
か
は

心
も
と
な
い
の
で
す
が
、
ぜ
ひ
１

度
お
会
い
し
て
、
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
」。
岡
崎
さ
ん
か
ら
早
々
の

お
返
事
を
い
た
だ
き
、
対
す
る
後

藤
さ
ん
か
ら
も
「
こ
ち
ら
こ
そ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
拍

子
抜
け
す
る
ほ
ど
あ
っ
さ
り
と
対

談
が
決
ま
っ
た
。

　

９
月
某
日
、
春
日
原
の
料
理
屋

で
対
談
を
行
っ
た
。

　

お
２
人
と
も
お
酒
が
飲
め
る
と

い
う
こ
と
で
、
お
酒
を
片
手
に
思

う
存
分
放
談
し
て
い
た
だ
い
た
。

◇

岡
崎
さ
ん
（
以
下
「
岡
崎
」）
い

つ
か
ら
珈
琲
の
焙
煎
を
し
て
み

よ
う
と
思
わ
れ
た
ん
で
す
か
。

後
藤
さ
ん
（
以
下
「
後
藤
」）
も

と
も
と
は
、
筑
紫
丘
の
同
級
生

や
そ
の
周
り
の
仲
間
た
ち
が
始

め
た
「
珈
琲
部
」
と
い
う
、
喫

茶
店
で
珈
琲
を
飲
も
う
と
い
う

サ
ー
ク
ル
活
動
み
た
い
な
も
の

が
き
っ
か
け
で
す
ね
。

　

毎
週
集
ま
っ
て
喫
茶
店
で
珈

琲
を
飲
む
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の

集
ま
り
で
す
。
で
も
、
サ
ー
ク

ル
が
原
点
だ
と
思
い
ま
す
。

　

焙
煎
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

お
金
が
な
く
て
生
豆
を
買
っ
て

き
て
は
自
分
で
焼
い
て
い
た
ん

で
す
よ
。
そ
の
う
ち
に
ロ
ー
ス

タ
ー
の
仕
事
を
探
し
た
り
し
て

い
た
ん
で
す
が
な
か
な
か
な
く

て
、「
よ
し
！
自
分
で
や
ろ
う
」

と
思
っ
て
始
め
ま
し
た
（
笑
）

―
岡
崎
さ
ん
は
ど
う
し
て
小
説
家

に
な
ろ
う
と
？

岡
崎　

学
生
の
頃
は
、
同
級
生

た
ち
と
バ
ン
ド
を
組
ん
で
音
楽

に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

み
ん
な
進
学
や
就
職
で
だ
ん
だ

ん
集
ま
れ
な
く
な
っ
て
。「
音

楽
は
な
か
な
か
一
人
で
は
で
き

な
い
」
と
、
そ
う
思
っ
て
い
た

時
に
、「
小
説
家
に
な
ら
１
人

で
も
で
き
る
！
」
っ
て
思
っ
た

ん
で
す
（
笑
）

珈
琲
党
は
変
人

後
藤　

珈
琲
と
い
う
の
は
、
本

来
嫌
な
味
な
ん
で
す
よ
。
苦
い

し
酸
っ
ぱ
い
し
。
そ
れ
を
好
ん

で
飲
も
う
と
い
う
ん
だ
か
ら
人

間
っ
て
変
わ
っ
て
ま
す
よ
ね
。

　

し
か
も
、
嗜
好
品
な
の
で
、

元
来
、
人
生
に
必
要
な
も
の
で

は
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
珈
琲

が
好
き
な
人
っ
て
言
う
の
は
結

構
多
趣
味
な
人
が
多
い
ん
で
す

よ
ね
。
岡
崎
さ
ん
も
、
音
楽
に

小
説
に
、
と
多
趣
味
で
す
よ
ね
。

　

小
説
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
み
た
い

な
方
は
い
る
ん
で
す
か
。

岡
崎　

実
は
い
な
い
ん
で
す
よ
。

後
藤　

そ
れ
な
ら
も
の
す
ご
く
勉

強
さ
れ
て
ま
す
ね
。

岡
崎　

プ
ロ
に
そ
う
言
っ
て
い
た

だ
く
と
書
い
て
る
側
と
し
て
は

安
心
し
ま
す
ね
。

後
藤　

あ
れ
だ
け
本
が
売
れ
る
と
、

お
忙
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

岡
崎　

お
か
げ
さ
ま
で
で
す
ね

（
笑
）
と
は
い
え
ず
い
ぶ
ん
落

ち
着
い
て
き
ま
し
た
。

後
藤　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
っ
て

い
う
の
は
時
間
は
不
規
則
な
ん

で
す
か
。

実
家
の
寺
で
執
筆

岡
崎　

僕
自
身
は
、
実
家
の
お
寺

の
仕
事
を
手
伝
い
な
が
ら
小
説

を
書
い
て
い
る
の
で
、
基
本
的

に
は
毎
日
お
寺
に
行
か
な
い
と

い
け
な
い
ん
で
す
よ
。
で
す
の

で
、
割
り
と
規
則
正
し
い
生
活

を
し
て
ま
す
よ
。

後
藤　

小
説
家
の
イ
メ
ー
ジ
っ
て
、

ホ
テ
ル
に
缶
詰
め
で
原
稿
書
い

て
る
み
た
い
な
イ
メ
ー
ジ
で
し

た
け
ど
。

岡
崎　

全
然
そ
ん
な
事
は
な
い
で

す
ね
。
お
寺
で
書
い
た
り
し
て

ま
す
。

　

で
も
い
つ
か
は
温
泉
宿
に
投

宿
し
て
作
品
を
書
く
み
た
い
な

こ
と
に
は
憧
れ
ま
す
け
ど
ね

（
笑
）

　

先
輩
の
方
こ
そ
お
忙
し
い
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

後
藤　

電
話
が
よ
く
か
か
っ
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　
「
お
店
ど
こ
で
す
か
？
」「
営

業
時
間
何
時
ま
で
で
す
か
？
」

み
た
い
な
。

岡
崎　

な
か
な
か
、
仕
事
が
手
に

つ
か
な
い
感
じ
で
す
ね
。

後
藤　

そ
う
で
す
ね
。
で
も
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
け
ど
ね
。
世

界
一
に
な
っ
て
思
う
こ
と
は
、

珈
琲
の
世
界
は
結
構
コ
ネ
が
あ

る
世
界
で
、
誰
が
淹い

れ
た
か
、

誰
が
焼
い
た
か
と
い
う
先
入
観

が
生
ま
れ
易
い
ん
で
す
よ
ね
。

　

だ
か
ら
、
コ
ン
テ
ス
ト
は
ブ

ラ
イ
ン
ド
で
や
る
こ
と
が
基
本

で
、
こ
れ
を
ト
レ
ー
ス
し
て
い

く
こ
と
で
信
頼
関
係
を
築
い
て

い
く
ん
で
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
小
説

家
に
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
が
存
在
し

て
、
誰
が
書
い
た
か
分
か
ら
な

い
け
ど
、「
面
白
い
」「
面
白
く

な
い
」
で
判
断
さ
れ
る
か
ら
と

て
も
公
平
な
世
界
だ
と
思
い
ま

す
ね
。
ち
な
み
に
？

岡
崎　

本
名
で
す
（
笑
）

　

約
３
時
間
に
わ
た
っ
て
、
話
は

盛
り
上
が
り
続
け
、
互
い
に
珈
琲

談
義
か
ら
趣
味
に
至
る
ま
で
語
り

合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
お
２
人
に
互
い
の
印

象
を
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

―
最
後
に
お
互
い
の
印
象
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

後
藤　

生
ま
れ
て
は
じ
め
て
小

説
家
と
い
う
人
に
お
会
い
し
て
、

会
う
ま
で
は
「
一
体
ど
ん
な
変

人
が
来
る
ん
だ
ろ
う
」「
あ
い

さ
つ
と
か
で
き
る
人
な
ん
だ
ろ

う
か
」
と
い
う
気
持
ち
で
来
ま

し
た
（
笑
）。

　

正
直
、
意
外
に
常
識
人
で
、

こ
う
や
っ
て
普
通
に
お
酒
が
飲

め
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。

岡
崎　

珈
琲
の
専
門
家
に
会
う
の

は
緊
張
し
ま
し
た
（
笑
）。
言

葉
の
一
つ
一
つ
に
含
蓄
が
あ
っ

て
、
全
て
が
小
説
の
セ
リ
フ
に

な
り
そ
う
で
す
。
大
き
な
収
穫

が
あ
り
ま
し
た
。

後
藤　

も
し
、
な
に
か
あ
っ
た
ら
、

い
つ
で
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

（
笑
）。

岡
崎　

も
の
す
ご
く
心
強
い
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
つ
い
て
く
れ
た
気

が
し
ま
す
。
今
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
前
に
、

１
度
お
店
に
お
う
か
が
い
し
ま

す
ね
（
笑
）

後
藤　

美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
準

備
し
て
、
お
待
ち
し
て
ま
す
よ
。

◇

　

ま
だ
ま
だ
、
話
し
足
り
な
い

よ
う
な
様
子
の
お
２
人
で
し
た

が
、
ま
っ
た
く
職
種
の
違
う
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
共
通
話
題
で
、

意
思
を
疎
通
し
あ
う
様
を
見
せ
て

い
た
だ
き
、
一
番
感
動
し
た
の
は

筆
者
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

お
２
人
の
今
後
の
さ
ら
な
る
活

躍
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

会
報
委
員
・
前
川
健
太
（
高
49
）

「珈琲好きは多趣味な人が多い」と
後藤さん

「小説家なら１人でできる」と
岡崎さん

対談後、握手を交わす焙煎士の後藤直紀さん（右）と
小説家の岡崎琢磨さん


